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新年度予算を可決 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 ～  6  P

代表質問・一般質問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 ～ 12Ｐ

委員会活動報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13Ｐ

臨時会・定例会のお知らせ、デスクメモ ・・・・・・・・ 14Ｐ

『ウィズコロナ 新しい未来への挑戦』
３月定例会  こんなことが決まりました



定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

令和3年

定例会
3月

会期／
3月2日〜3月25日  24日間

市長提出議案

委員会提出

承認案件	 1件	 同意案件	 1件
条例制定・改正	 8件
補正予算	 7件	 当初予算	 11件
その他	 3件

条例・規則改正	 2件

　

今
期
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
令
和
３
年
度
予
算
を
中
心

に
、
条
例
の
制
定
、
改
正
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
33
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
市
長
か
ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
様
々
な

影
響
に
対
応
し
つ
つ
、
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の

取
組
を
一
層
深
化
さ
せ
、「
新
た
な
日
常
」
を
見
据
え
た
新
し
い
未
来
に
適
応
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
挑
む
」
と
所
信
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算 

総
額
６
２
６
億
９
２
０
万
３
千
円
を
可
決

『
未
来
応
援 

住
み
た
い
ま
ち 

た
つ
の
』

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

  

新
し
い
未
来
へ
の
挑
戦

の
使
い
み
ち
！

「
み
ん
な
の
お
金
」

子育て支援から

高齢者等支援から

　高校生等を対象に入院保険診療費に係る自己負
担額の全額を助成します。

　75歳以上の高齢者がいる世帯で、かつ、既存の
障害者タクシー利用券又は高齢者タクシー利用券
の交付を受けていない世帯に対し１世帯当たり、
3,000円分のタクシー利用券を交付します。

　本市スポーツ推進計画にある「ライフステージに
応じたスポーツの推進」を図るため、ニュースポー
ツや障害者スポーツの促進に努めます。

　こども食堂を概ね月１回以上開催する団体に、こ
ども食堂運営費補助金として１回当たり5,000円
を交付します。（年間60,000円を限度）

　英語検定の検定料補助及びＡＬＴの派遣を行い、
中学生の英語能力の向上を図ります。

Q	対象となる高校生の住所要件は？
A	親子等とも市内に住所がある方とする。

Q	事業の目的は。
A	これまで高齢者タクシー事業においては、車

を有する同居親族がいる場合対象外としてき
たが、本事業は、75歳以上の高齢者のいる世
帯を対象に、車を有する同居親族がいる場合
でも、日中移動手段を持たない昼独居高齢者
の交通手段を確保するためのものです。

Q	今後どのようにして、実施団体を増やしてい
くのか。

A	現在、関連するような団体への声かけや、実
施されている団体から枝分かれし、主体と
なって実施したいという声もあるので、その
ような方と協議していきたい。

高校生等医療費助成事業	3,006千円

高齢者おでかけ支援事業	16,700千円

障害者スポーツ促進事業	1,619千円

こども食堂運営支援事業	 1,134千円

がんばる児童・生徒応援事業
	 42,875千円

新規

新規

新規

新規

新規

いきいきと人が輝くまちづくり
しみん
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3月定例会令和3年  第1回 

にぎわい創出から

都市基盤の整備から

　６次産業化に取り組む事業者に対して施設整備や
体制整備の支援を行い、市場規模拡大を図ります。

　企業誘致を積極的に推進し、本市経済の活性化と
雇用の拡大を図ります。

　龍野IC周辺において、商業地を創設し、商業施設
を誘致することで、まちの活性化を図ります。

　寄附を受けるすみれ保育園園舎を総合隣保館とし
て改築し、現在の総合隣保館を解体し、駐車場にす
るための設計業務委託を行います。

　旧耐震施設である揖龍広域センターを解体し、
福祉会館及び体育館利用者の駐車場として整備し
ます。

　御津小学校と室津小学校の統合に伴い、統合後
に必要な児童の通学支援を行います。

Q	調整区域から市街化区域に変更する方法は、
特別指定区域という形を考えているのか。

A	区画整理事業でするのがよいのではないか
と地元地区の勉強会と協議を進めている。

Q	来年度も見込みがあるのか。また、市内の雇
用の拡大を図るものと理解してよろしいか。

A	令和2年度は4社あり、令和3年度は2社の申
請を予定している。これは、機械設備購入な
どの事前相談や申請があり、操業することに
より、翌年度に奨励金を支払うものである。
また要件として、市内で10人以上の新規雇用
することを盛り込んでいる。

Q	１年間をかけて今後のことを検討するとい
うことだが、これまでの間、喫茶はどういっ
た形で運営されるのか。

A	４月３日から営業を開始するべく準備してい
る。会計年度任用職員４名での運営を考え
ている。赤とんぼ荘で働いている従業員に
対し、共立メンテナンスが面接を行い、市へ
推薦された方を、市が給与面や雇用期間な
ど条件を付けて面接させていただき、了解
を得られた方を採用した。

Q	定期的に揖龍広域センターを利用されてい
た団体はどうなるのか。

A	所管課を通じて庁舎内の会議室を利用して
いただくことになる。また、駐車場は１２月
末を目途に整備予定で、約５０台を駐車する
ことができる。

Q	スクールバスの借上げ、また、購入のスケ
ジュールはどのようになっているのか。

A	スクールバスの購入については、国庫補助金
が充てられ、その内示が７月から８月頃の予
定となっており、それからの発注になるため、
恐らく年末か年度末の納期になる予定であ
る。それまでの間は、通学車両運行委託とし
て、タクシーもしくはバス委
託での送迎を予定している。

6次産業化市場規模拡大対策事業	
28,600千円

企業立地奨励事業	 203,504千円

国民宿舎事業	 212,205千円

龍野ＩＣ周辺まちづくり基本調査事業	
9,800千円

総合隣保館整備事業	 29,557千円

揖龍広域センター解体事業
40,000千円

学校統合推進事業	 20,486千円

新規

新規

新規

新規

新規

継続

継続

人が集いにぎわい
あふれるまちづくり

一歩先を見据えた
確かな行政経営

揖龍広域センター

総合隣保館

03 78



竜
野
駅
周
辺
整
備
事
業

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
交
渉
ご
と

で
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体

的
に
は
ど
う
い
う
理
由
で
な
の
か
。

大
き
く
は
２
つ
あ
り
、
１
点
目
は
、

Ｊ
Ｒ
と
の
間
で
、
階
段
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
位
置
を
め
ぐ
り
、
安
全
上
の
観
点
か
ら

合
意
形
成
が
図
れ
て
い
な
い
。
も
う
１
点

は
、
何
名
か
の
方
々
か
ら
、
事
業
に
対
し

て
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
伴
う
工
事
費
や

物
件
補
償
費
な
ど
を
繰
り
越
す
こ
と
と
す

る
。

　

新
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
揖
保
川
保
健

セ
ン
タ
ー
は
、
「
た
つ
の
市
公
共
建
築
物

再
編
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
用
途
廃
止
と

し
ま
す
。

各
支
所
で
業
務
を
引
き
継
ぐ
と
い
う

こ
と
だ
が
、
配
置
さ
れ
る
保
健
師
の
人
数

が
減
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

現
在
、
新
宮
、
揖
保
川
の
保
健
師
に

つ
い
て
は
、
１
名
ず
つ
配
置
し
て
お
り
、

今
後
も
人
数
は
変
わ
ら
な
い
。

　

市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ
り
設
置

さ
れ
、
帰
属
を
受
け
た
宮
脇
14
号
線
ほ
か

６
路
線
を
新
た
に
市
道
と
し
て
認
定
し
ま

す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
河

川
改
修
事
業
に
よ
り
、
市
道
の
起
点
及
び

終
点
等
を
変
更
し
ま
す
。

新
宮
地
区
梅
原
橋
を
上
流
に
架
け
替

え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
西
光
橋
を
歩
道
橋

だ
け
で
も
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も

聞
い
て
い
る
が
、
地
元
と
の
調
整
は
ど
う

さ
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
、
地
元
自
治
会
長
に
話
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
下
流
に
あ
る
梅

原
橋
を
、
西
光
橋
と
統
合
し
て
車
が
行
き

来
で
き
る
一
つ
の
大
き
な
橋
に
し
て
、
皆

さ
ん
の
交
通
の
安
全
を
図
り
た
い
。

令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
可
決
！

た
つ
の
市
保
健

セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止

市
道
の
路
線
認

定
及
び
変
更
に

つ
い
て

令和２年度各会計補正予算
　今回の補正は、国の補正予算に伴う事業費の確定及び補助事業等の決定に伴う
増減、その他やむを得ない事情によるもので、一般会計、各特別会計及び企業会計
でそれぞれ補正予算を可決しました。

会計名 補正額 補正後の予算総額
一般会計 △1億9,581万2千円 483億6,284万7千円
学校給食センター事業特別会計 △2,589万2千円 ６億5,924万円
国民健康保険事業特別会計 ３億9,513万6千円 85億1,489万9千円
後期高齢者医療事業特別会計 5,362万2千円 12億627万円
介護保険事業特別会計 1,476万9千円 69億2,703万円

主な増額補正
●ふるさと応援寄附金受入事業（寄附金の増加に伴う記念品費等の追加）	 2,613万４千円
●病院事業（新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当の追加等に伴う運営負担金の追加） 	2,350万円
●国民宿舎事業（寒波により発生した漏水修繕に伴う補助金の追加）	 750万円
●たつのふるさと応援グルメ券発行事業	 ２億6,713万９千円
（地域経済の活性化図るため、プレミアム付き商品券の追加発行に伴う交付金等の追加）
●公園整備事業（都市公園整備に伴う工事請負費の追加）	 3,400万円
●学校統合推進事業（御津小学校と室津小学校の統合に伴う修繕料等の追加）	 576万８千円
●基金管理事業（ふるさと応援寄附金の増及び利率確定に伴う積立金の追加）	 5,333万５千円

栗栖川上空から

0478



3月定例会令和3年  第1回 

　

た
つ
の
市
公
共
建
築

物
再
編
実
施
計
画
に
お
い

て
、
た
つ
の
市
中
央
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
以
外
の
給

食
施
設
に
つ
い
て
は
老
朽

化
が
著
し
い
た
め
、
新
た

に
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
ま
す
。
施
工
業
者
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
施
工
能
力
及
び
実
績
等
を
勘
案

し
、
「
た
つ
の
市
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
」
に

お
い
て
、
提
案
書
の
審
査
を
行
い
、
ノ
バ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
を
受
託
候
補
者
と
し
て
選
定

し
、
14
億
１
，６
８
０
万
円
で
仮
契
約
を
締

結
、
こ
の
た
び
本
契
約
を
行
い
ま
す
。

【
契
約
の
相
手
方
】
ノ
バ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

【
契 

約 

金 

額
】
14
億
１
，６
８
０
万
円

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
こ

と
に
よ
り
、
配
食
の
エ
リ
ア
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
、
龍
野

西
中
学
校
区
の
小
中
学
校
、
揖
保
川
中
学

校
区
の
小
中
学
校
、
御
津
中
学
校
区
の
小

中
学
校
に
な
り
、
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
龍
野
東
中
学
校
区
の
小
中
学
校
、
新

宮
中
学
校
区
の
小
中
学
校
に
な
る
。

　

た
つ
の
市
と
畜
場
で
あ
る
「
新
宮
食
肉
セ
ン
タ
ー
」

は
こ
れ
ま
で
、
本
市
が
と
畜
場
法
に
定
め
る
設
置
者
と

し
て
、
平
成
４
年
か
ら
越
部
と
畜
場
協
同
組
合
に
当
該

施
設
の
管
理
運
営
を
委
託
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
同
組
合
と
の
管
理
委
託

契
約
を
解
除
し
、
４
月
以
後
、
同
組
合
が
設
置
者
と
な

り
運
営
を
す
る
運
び
と
な
っ
た
た
め
、
た
つ
の
市
と
畜

場
を
廃
止
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、「
た
つ
の
市
と
畜
場
設
置
及
び
管
理
条

例
」
及
び
「
た
つ
の
市
と
畜
場
使
用
料
条
例
」
を
廃
止

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
た
つ
の
市
特
別
会
計
設
置
条
例
」
中
、「
と

畜
場
事
業
特
別
会
計
」
を
削
除
し
ま
す
。

寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
に
係
る
規

定
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
者
は

増
え
る
の
か
。

表
現
の
削
除
で
あ
り
、
対
象
者
は
従

来
ど
お
り
で
あ
る
。

な
ぜ
施
行
日
が
７
月
１
日
な
の
か
。

市
民
税
の
当
該
年
度
分
の
課
税
情
報
を

７
月
支
給
分
か
ら
適
用
す
る
た
め
で
あ
る
。

た
つ
の
市
と
畜
場
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

北
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
に
係
る

契
約
締
結
に
つ
い
て

重
度
心
身
障
害
者
介

護
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正

議  席  番  号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議　員　名 議 

決 

結 

果

楠
　
明
廣

船
引
宗
俊

堀
　
　
讓

宗
實
雅
典

肥
塚
康
子

木
南
裕
樹

柏
原
　
要

野
本
利
明

松
本
良
三

赤
木
和
雄

和
田
美
奈

高
岸
博
之

松
下
信
一
郎

内
匠
勇
人

柳
生
陽
一

桑
野
元
澄

三
木
浩
一

永
富
　
靖

角
田
　
勝

名
村
嘉
洋

畑
山
剛
一

横
田
　
勉議案の名称

令和３年度一般会計予算 可 議

●議決結果欄の意味は次のとおり  可   可決   否   否決　  ● 採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり     賛成     反対   議   議長のため、表決には加わりません。

　

本
市
教
育
長
の
任
期
が
３
月
31

日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
横

山
一
郎
氏
を
引
き
続
き
教
育
長
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
横
山
　
一
郎
　
氏
　（
再
任
）

教
育
長
の
任
命
に
同
意

反対討論 no good... 隣保館整備費、教育集会所改築費が計上されている。同和事業関連法が終焉した今、これら事業は
公民館事業として行うべきであり、この予算案に反対する。

●令和3年第1回定例会　賛否が分かれた議案等

新宮食肉センター
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3月定例会令和3年  第1回 

議案等の名称 議案の説明

市
長
提
出
議
案

承
認

専決処分した事件（令和２年度たつの市一般会計補正予算（第９
号）について）の承認を求めることについて

新型コロナウイルスワクチン接種の安全かつ円滑な実施に向けて、
接種体制の確保に必要な経費8,900万円を補正するもの

同
意 たつの市教育委員会教育長任命の同意を求めることについて ５Ｐのとおり

令
和
２
年
度
補
正
予
算

たつの市一般会計補正予算（第１０号）

４Ｐのとおり

たつの市学校給食センター事業特別会計補正予算（第４号）

たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

たつの市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

たつの市下水道事業会計補正予算（第１号）

たつの市国民宿舎事業会計補正予算（第１号）

条　

例　

制　

定

たつの市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
地方税法施行令及び租税特別措置法の改正に伴い、所要の改正を行
うもの

たつの市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定について
兵庫県の福祉医療制度において、令和3年7月1日から訪問看護療養
費が助成対象となることから、本市においても助成対象とするもの

たつの市国民健康保険条例等の一部を改正する条例制定について
令和２年度税制改正により、未婚のひとり親に対する税制上の措置
及び寡婦控除の見直しに伴い、寡婦控除のみなし適用に係る規定を
削除等するもの

たつの市重度心身障害者介護手当支給条例の一部を改正する条例
制定について

５Ｐのとおり

たつの市介護保険条例の一部を改正する条例制定について

令和３年度から令和５年度までの３か年の計画期間とする「第８期た
つの市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画」において、介護保険
料の基準となる額が現行と同額の月額5,700円となったことから、
対象期間のみを改正するもの

たつの市保健センター条例を廃止する条例制定について ４Ｐのとおり

たつの市立学校設置条例の一部を改正する条例制定について
たつの市適正規模・適正配置推進計画案に基づき、御津小学校と室
津小学校が令和３年４月に統合することに伴い、室津小学校を削除
するもの

たつの市と畜場の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例制定に
ついて

５Ｐのとおり

そ
の
他

兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
令和３年４月１日から「市川町他三ヶ市町共有財産事務組合」が当該
組合に加入することにより、組合規約の変更が生じたもの

市道の路線認定及び変更について ４Ｐのとおり

工事請負契約について（たつの市北学校給食センター整備事業） ５Ｐのとおり

令
和
３
年
度
予
算

たつの市学校給食センター事業特別会計予算

２・３Ｐのとおり

たつの市土地取得造成事業特別会計予算

たつの市揖龍公平委員会事業特別会計予算

たつの市国民健康保険事業特別会計予算

たつの市後期高齢者医療事業特別会計予算

たつの市介護保険事業特別会計予算

たつの市病院事業債管理事業特別会計予算

たつの市水道事業会計予算

たつの市下水道事業会計予算

たつの市国民宿舎事業会計予算

委員会
提出

たつの市議会会議規則の一部を改正する規則制定について たつの市議会会議規則及びたつの市議会委員会条例において、欠席
事由として育児、看護、介護等を明文化するとともに、出産に係る産
前・産後期間等について整備するものたつの市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について

●全員一致で可決等した議案
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問
質
表
代

HAYATO  TAKUMI

定例会第３日には、会派代表質問に５名、一般質問に２名の議員が、第４日には、一般質問に
４名の議員が登壇しました。
詳しい質問内容・答弁については、本会議の録画映像をインターネットで配信していますので、
質問者のＱＲコードからご覧ください。

市政を問う
一般質問代表質問

施
政
方
針
よ
り

小
宅
小
学
校
の
校
舎
増
築
と

い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
全
体
で
は

転
入
超
過
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
区

に
よ
っ
て
は
、
少
子
化
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
間
の
差
異
を
小
学
校

の
再
編
を
含
め
、
将
来
を
見
つ
め
、

ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

今
後
の
学
校
の
在
り
方
を
検

討
し
た
、
た
つ
の
市
学
校
規
模
適
正

化
検
討
委
員
会
で
は
、
地
域
間
等
の

児
童
生
徒
数
の
差
異
が
議
論
の
中

心
と
な
り
、「
一
定
程
度
の
学
校
規

模
を
確
保
す
る
基
準
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
が
、
児
童
生
徒
数
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。」
と
の
答
申
を
受
け
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
学
校
規
模
の
適

正
化
を
検
討
す
る
基
準
と
な
る
基

本
方
針
を
定
め
、
学
校
の
再
編
を
含

め
、
対
象
と
な
る
学
校
に
お
い
て
、

保
護
者
や
地
域
住
民
と
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
配
置
を
検
討
し
て
い
る
。

「
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
近
傍
に
観
光
駐
車
場
を

整
備
し
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
市
民
協
働
に
よ
る
情
報
発
信
、

Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
技
術
を
活
用
し

た
体
験
型
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
し
て
、
広
く
魅
力
を
発
信
し
ま

す
。
」
と
あ
る
が
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
技
術
を
活
用
し
た
体
験
型
観

光
、
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

Ａ
Ｒ
技
術
を
活
用
し
た
体
験

型
観
光
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｒ
を
活
用

し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
歴

史
的
に
貴
重
な
建
造
物
や
昔
の
街

並
み
を
再
現
Ｃ
Ｇ
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
見
ど
こ
ろ
ポ
イ
ン
ト
を

散
策
で
き
る
お
す
す
め
コ
ー
ス
、
町

割
り
が
江
戸
時
代
か
ら
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
こ
と
を
生
か
し
て
、
古
地

図
に
切
り
替
え
て
散
策
で
き
る
機
能

が
あ
る
。

内匠 勇人 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
自
転
車
が
安
全
に
道
路
を
利
用
で

き
る
よ
う
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画
に
つ
い
て

    代表質問って？？
３月定例会では、一般質問に加え、
会派代表質問が行われます。会派
ごとの代表者が市長の施政方針
や新年度予算について内容を質問
します。

創志会 令和３年度施政方針について

07 78



問
質
表
代

MINA  WADA

RYOZO  MATSUMOTO

「
い
き
い
き
と
人
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」
か
ら
以
下
を
問
う
。

「
人
」
を
市
民
と
読
ま
せ
る
表

現
を
し
た
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
、

そ
の
意
図
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
、
企
業
・
団
体
等
の
法
人
、

外
国
人
な
ど
、
す
べ
て
の
方
々
を
総

称
し
て
「
人
」
と
表
記
し
、
加
え
て
、

私
の
信
条
と
す
る
た
つ
の
市
の
主
役

で
あ
る
「
し
み
ん
」
を
重
ね
合
わ
せ

て
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
る

私
の
決
意
と
し
て
表
現
し
た
も
の
。

子
ど
も
・
子
育
て
世
代
に
お

け
る
転
入
超
過
基
調
が
見
え
始
め

た
と
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

転
入
超
過
基
調
と
は
、
当
該
年

齢
層
（
30
歳
～
44
歳
）
に
つ
い
て
住

民
基
本
台
帳
に
基
づ
き
転
入
・
転
出

を
差
し
引
い
た
結
果
で
あ
り
、
転
入

者
数
が
転
出
者
数
を
上
回
る
傾
向
に

あ
る
。Ｉ

タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

新
生
ク
ラ
ブ
は
令
和
２
年
度
に
２
回

の
要
望
書
を
山
本
市
長
に
提
出
し
た
。

行
財
政
改
革
に
努
め
ら
れ
、
子
育
て
、

福
祉
な
ど
市
民
の
満
足
度
が
高
い
施
策

が
充
実
し
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

希
望
す
る
全
て
の
市
民
が
、

円
滑
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ

う
１
月
25
日
に
は
「
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
策
チ
ー
ム
」
を
い
ち
早
く
発
足
さ

せ
、
模
擬
訓
練
も
行
い
、
準
備
を
進

め
て
い
る
。
本
市
へ
は
４
月
12
日
の

週
に
ワ
ク
チ
ン
500
人
分
が
来
る
た

め
、
ま
ず
は
80
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
集
団
接
種
会
場
に
て
行
う
。

▼
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
迅
速
に

行
っ
て
頂
き
、
接
種
さ
れ
な
い
方
へ

の
差
別
や
偏
見
が
起
き
な
い
よ
う
に

も
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

昼
独
居
な
ど
の
高
齢
者
に
も
対

応
し
た
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
助
成
の

条
件
緩
和
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

高
齢
者
の
お
出
か
け
支
援
と

し
て
、
タ
ク
シ
ー
事
業
を
拡
充
し
、

新
た
に
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
事
業
の
対

象
外
で
あ
っ
た
75
歳
以
上
の
高
齢
者

が
お
ら
れ
る
全
世
帯
に
対
し
て
、
タ

ク
シ
ー
券
を
交
付
し
、
孤
立
化
の
防

止
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
む
。

揖
龍
南
北
幹
線
の
開
発
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り

決
定
し
た
山
陽
自
動
車
道
龍

野
Ｉ
Ｃ
か
ら
四
箇
ま
で
の
開
発
と
、

そ
れ
よ
り
南
の
開
発
計
画
は
。

Ｉ
Ｃ
周
辺
に
つ
い
て
は
、
複
合

型
商
業
施
設
の
誘
導
を
中
心
に
検
討

し
て
い
る
。
門
前
西
交
差
点
付
近
に

つ
い
て
も
流
通
業
務
施
設
を
誘
導
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

▼
揖
龍
南
北
幹
線
道
路
に
つ
い
て

は
、
新
宮
地
区
の
大
鳥
踏
切
以
北
の

工
事
も
進
ん
で
い
く
。
将
来
の
市
の

発
展
を
考
え
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

和田 美奈 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

●
市
民
の
安
全
・
安
心
（
消
防
団
）

●
人
権
推
進
事
業

●
学
校
園
統
廃
合
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

●
地
場
産
業
及
び
観
光
振
興

●
揖
保
川
水
系
河
川
の
整
備

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
一
歩
先
を
見
据
え
た
確
か
な
行
政

運
営
に
つ
い
て

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
移
住
・
交
流
フ
ェ
ア
に
参
加

し
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す

る
。
ま
た
、
転
入
者
定
住
促
進
住
宅

取
得
支
援
事
業
、
手
厚
い
子
育
て
支

援
施
策
を
継
続
し
て
い
く
。

「
人
が
集
い
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
か
ら
以
下
を
問
う
。

観
光
駐
車
場
を
整
備
し
利
便

性
を
高
め
る
と
あ
る
が
、
公
が
担

う
べ
き
道
路
・
景
観
等
、
具
体
的
な

計
画
の
推
進
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

本
年
度
か
ら
２
年
間
を
か
け
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を

中
心
と
し
た
龍
野
地
区
全
体
の
活
性

化
を
図
る
た

め
の
計
画
で
あ

る
「
龍
野
地
区

ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
策

定
を
進
め
て
い

る
。

松本 良三 議員

新生クラブ 市民の安全・安心を守り、市民の心に寄り添うことが重要

創政会 令和３年度施政方針について
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問
質
表
代

YOSHIHIRO  NAMURA

MASANORI  MUNEZANE

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

促
進
に
つ
い
て

普
及
率
は
３
月
１
日
現
在
、

26.7
％
で
、
県
内
41
市
町
中
28
位
。
図

書
館
の
貸
出
券
機
能
・
健
康
保
険

証
・
運
転
免
許
証
と
一
体
化
さ
せ
る

取
り
組
み
を
推
進
す
る
。
キ
オ
ス
ク

端
末
で
行
政
証
明
書
を
取
得
し
た
場

合
の
手
数
料
を
100
円
減
額
す
る
な
ど

普
及
・
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
取
り

入
れ
た
保
健
指
導
の
①
具
体
的
な
内

容
は
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

連
携
し
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

普
及
さ
せ
て
は
。

①
食
事
・
運
動
な
ど
の
生
活
習

慣
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
決
め
、

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
れ
ば
健
康
グ
ッ
ズ

と
交
換
す
る
も
の
。
②
国
の
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
制
度
見
直
し
状
況
を
見
極

め
調
査
研
究
し
て
い
く
。

市
政
推
進
の
基
本
姿
勢

山
陽
道
龍
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア

の
基
本
調
査
等
に
着
手
と
あ
る
が
①

用
途
地
域
は
、
②
建
物
の
制
限
は
、

③
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
た
区

画
整
理
を
し
て
は
。

①
龍
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
四
箇
に
至

る
龍
野
中
央
幹
線
沿
線
に
複
合
商
業

施
設
の
誘
導
を
行
う
た
め
、
近
隣
商

業
地
域
拡
大
を
考
え
て
い
る
。
②
地

元
住
民
・
地
権
者
の
意
向
調
査
や
協

議
を
進
め
、
基
本
構
想
等
を
作
成
し

て
い
く
中
で
決
定
し
て
い
く
。
③
事

業
計
画
を
立
て

て
い
く
中
で
、
住

民
・
行
政
・
民
間

事
業
者
が
連
携

し
、
民
間
の
活
力

を
効
果
的
に
発

揮
で
き
る
手
法

に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

主
要
施
策
の
概
要

て
、
市
が
個
人
賠
償
責
任
保
険
等
に

加
入
し
賠
償
す
る
こ
と
で
、
認
知
症

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
経
済
的
リ
ス

ク
を
軽
減
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す

る
」
と
あ
る
。
認
知
症
高
齢
者
の

方
々
の
在
宅
生
活
環
境
を
少
し
で
も

向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
る

と
考
え
る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

こ
の
よ
う
な
支
援
は
、
兵
庫
県

下
で
４
例
目
、
賠
償
保
険
の
内
容
は

上
限
額
３
億
円
と
一
番
手
厚
い
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
狙
い
と
し
て
は
、

は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
へ
の
登
録
者
が
増
え
、

所
在
不
明
時
の
早
期
発
見
・
早
期
保

護
に
つ
な
が
る
こ
と
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
が
介
入
し
や
す
く

な
り
、
き
め
細
や
か
な
自
立
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
予

防
段
階
か
ら
認
知
症
の
状
態
に
応
じ

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
深
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
県
下
で
も
高
水

準
の
誇
れ
る
認
知
症
施
策
と
な
る
。

「
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を

つ
く
る
」
か
ら

将
来
、
高
校
生
等
へ
の
入
・
通

院
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
所
得
制

限
な
く
全
額
助
成
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
伺
う
。

入
・
通
院
と
も
対
象
と
し
た
場

合
の
助
成
額
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

年
間
約
５
千
６
百
万
円
の
扶
助
費
が

必
要
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
、
入
院
医
療
費
の
全
額
助
成
と

し
た
。
所
得
制
限
の
廃
止
や
入
院
・

通
院
の
全
額
助
成
の
要
望
が
あ
る
こ

と
は
理
解
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、

財
源
確
保
の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
施
策
を
目
指
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
」
か
ら

「
は
い
か
い
の
お
そ
れ
の
あ
る

認
知
症
高
齢
者
等
が
外
出
中
、
偶
然

の
事
故
等
に
よ
っ
て
、
法
律
上
の
損

害
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
備
え

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
に
つ
い
て

●
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

●
学
校
統
合
に
お
け
る
費
用
対
効
果
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
条
例
遵
守

●
鶏
籠
山
山
城
整
備

●
コ
ロ
ナ
対
策

●
道
路
横
断
通
学
路
安
全
対
策

●
観
光
資
源
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

●
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
誘
致

●
工
業
団
地
等
の
計
画

公明党 令和３年度施政方針について

清風クラブ 令和３年度施政方針について

名村 嘉洋 議員

宗實 雅典 議員
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AKIHIRO  KUSUNOKI

TSUTOMU  YOKOTA

新
宮
高
校
の
跡
地
利
用
に
よ

る
新
宮
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

旧
新
宮
高
校
跡
地
周
辺
は
、
新

宮
地
区
の
活
性
化
に
は
重
要
な
場
所

で
あ
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

形
成
に
配
慮
し
た
利
活
用
を
県
に
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
長
自
ら
利

活
用
方
針
の
早
期
決
定
と
社
会
基
盤

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
早
期
位
置
付

け
を
知
事
に
再
度
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
は
、
栗
栖
川
の
改
修

等
の
関
連
事
業
を
含
め
、
国
や
県
と

連
携
を
と
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

龍
野
新
大
橋
の
渋
滞
緩
和
に

つ
い
て楠

議
員
ご
提
案
の
と
お
り
、
路

肩
幅
員
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
右
折

車
線
を
設
置
す
る
案
で
一
昨
年
度
か
ら

公
安
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
、
令
和

３
年
度
に
県
に
よ
り
右
折
車
線
設
置

工
事
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

宮
内
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
揖
龍
南
北
幹
線
道
路
と
の
調
整

本
市
の
カ
キ
の
生
産
量
は
年 

々
増
加
し
て
い
る
が
、
消
費
さ
れ
た

カ
キ
殻
が
ど
の
よ
う
に
再
利
用
さ
れ

て
い
る
か
関
心
を
持
っ
た
。
他
県
で

は
、
カ
キ
殻
を
メ
ッ
シ
ュ
パ
イ
プ
に

充
填
し
た
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
と
い

う
構
造
物
を
磯
焼
け
し
た
海
底
に
設

置
し
、
甲
殻
類
や
稚
魚
な
ど
の
隠
れ

家
に
。
ま
た
、
地
元
の
企
業
が
肥
料

に
再
生
し
、
Ｊ
Ａ
が
近
隣
市
町
の
農

家
や
果
樹
園
で
利
用
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
水
生
生
物
も
多
く
生
息
す

る
豊
か
な
水
田
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
。
御
津
地
域
で
は
、

ど
の
よ
う
に
再
利
用
し
て
い
る
の

か
。

兵
庫
県
の
認
証
食
品
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
本
市
の
カ
キ
は
京

阪
神
や
関
東
方
面
ま
で
流
通
し
て
お

り
、
生
産
量
も
増
加
し
て
い
る
。
令

和
元
年
度
の
カ
キ
殻
の
処
分
量
は
、

約
１
，１
８
０
ｔ
で
あ
り
、
産
業
廃

棄
物
処
理
業
者
を
通
し
て
搬
出
し
、

が
必
要
な
こ
と
か
ら
山
口
県
会
議
員

に
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

大
鳥
踏
切
以
北
に
つ
い
て
は
、

市
長
自
ら
も
県
知
事
へ
要
望
し
早
期

事
業
化
が
決
定
し
た
も
の
で
、
来
年

度
に
宮
内
川
改
修
の
実
施
設
計
を
予

定
し
て
い
る
。

新
宮
町
砂
子
の
国
道
179
号
の

歩
道
工
事
に
つ
い
て

議
員
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
継
続
し
て
県
に
要
望
し
て
き
た

結
果
、
早
期
に
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

た
つ
の
消
防
署
光
都
分
署
の

救
急
車
の
更
新
に
つ
い
て

光
都
分
署
の
救
急
車
両
は
、
平

成
22
年
に
配
備
さ
れ
、
配
備
後
10
年

を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
令
和
３
年

度
に
更
新
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
加
工
業
者
に
よ
り
肥
料
化

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
全
国
の
カ
キ

生
産
地
に
お
い
て
は
、
漁
礁
や
果
樹

園
の
肥
料
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
と
機

能
別
消
防
団
に
つ
い
て

３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
が
経
過
し
た
が
、
あ
れ

か
ら
も
大
き
な
地
震
や
風
水
害
が

続
く
中
、
少
年
期
よ
り
防
火
・
防

災
に
関
心
を
持
つ
人
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。

現
在
、
「
た
つ
の
・
太
子
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
」
が
組
織
さ
れ
活
動
し

て
い
る
。
当
該
ク
ラ
ブ
は
、
西
は
り

ま
消
防
組
合
各
署
に
お
い
て
防
火
・

防
災
の
思
想
の
普
及
、
地
域
防
災

の
担
い
手
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

「
機
能
別
消
防
団
」
に
お
い
て
は
、

本
市
と
連
携
し
た
企
業
で
５
名
の
団

員
を
任
命
し
た
。

楠　明廣 議員

横田　勉 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
山
城
か
ら
伝
統
的
建
造
物
群
一
帯

を
取
り
入
れ
た
観
光
活
性
化
策
に

つ
い
て

●
企
業
誘
致
へ
の
取
組
状
況
及
び
専

門
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

●
庁
舎
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

Q&A 新宮高校跡地のコンパクトシティ化について

Q&A カキ養殖から排出されるカキ殻の再利用について
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YUKI  KIMINAMI

KAZUO  AKAGI

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

関
連
事
業
に
よ
る
財
源
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
予
算
額
の
財
源

の
内
訳
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

11
億
３
，０
５
９
万
５
千
円
、
国
庫
支

出
金
が
82
億
２
，９
６
３
万
９
千
円
、

一
般
財
源
が
４
億
６
４
３
万
８
千
円

等
で
あ
る
。

本
市
単
独
で
行
っ
た
事
業
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。

全
事
業
数
が
104
あ
り
、
そ
の

う
ち
本
市
独
自
事
業
が
62
事
業
で
あ

る
。

必
要
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
を
使

用
し
、
国
・
県
の
補
助
が
充
当
で
き

る
事
業
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
充
当
し

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
市
財
政
を

圧
迫
し
、
今
後
の
世
代
に
つ
け
と
し

て
残
ら
な
い
の
か
。

２
月
に
入
っ
て
か
ら
御
津
・
室
津
小
学

校
の
２
校
が
、
突
然
、
今
年
の
４
月
か

ら
統
合
す
る
と
発
表
が
あ
っ
た
。
残
り

わ
ず
か
２
か
月
を
切
っ
た
こ
の
時
期

に
、
強
行
と
も
思
え
る
統
合
に
舵
を

切
っ
た
理
由
に
つ
い
て
以
下
を
問
う
。

統
合
の
計
画
を
２
年
も
繰
り

上
げ
た
理
由
は
何
か
。

自
治
会
と
児
童
保
護
者
の
代

表
で
構
成
す
る
、
室
津
小
学
校
統

合
に
向
け
た
適
正
規
模
・
適
正
配
置

協
議
会
を
設
置
し
、
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
小
学
校
と
就
学
前
の
子
ど
も

の
保
護
者
の
多
く
か
ら
「
統
合
に
賛

成
。
統
合
の
時
期
を
で
き
る
だ
け
早

く
し
て
ほ
し
い
」
と
強
い
意
見
・
要

望
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
保
護
者
の
熱
意
を
協
議
会
が

重
視
さ
れ
た
結
果
を
受
け
て
、
統
合

に
向
け
た
協
議
が
整
っ
た
と
判
断
し

て
こ
の
度
の
統
合
を
決
断
し
た
。

学
校
関
係
者
、
保
護
者
、
準
備

委
員
会
等
へ
の
周
知
、
理
解
は
十
分

財
政
調
整
基
金
と
し
て
は
様
々

な
計
算
に
よ
り
45
億
円
を
下
回
ら

な
い
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
令
和
３

年
度
末
に
は
52
億
円
の
見
込
み
で

あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
注
視
し
な

が
ら
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

連
携
・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て自

立
の
ま
ち
づ
く
り
の
『
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
振
興
活
動
』
に
お
い

て
、
他
の
活
動
の
よ
う
に
10
／
10
の

支
給
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

今
後
に
お
い
て
、
参
加
団
体
に

対
し
補
助
限
度
額
、
事
業
期
間
の
延

長
な
ど
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
制

度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
く
。

現
状
の
課
題
・
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

多
様
な
主
体
が
持
続
可
能
な

形
で
活
動
に
関
わ
る
仕
組
み
づ
く
り

や
資
金
・
人
材
等
の
確
保
に
向
け
た

支
援
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
一

層
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

に
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
か
。

統
合
は
、
両
校
の
関
係
者
で
協

議
・
検
討
を
進
め
た
も
の
で
、
保
護

者
や
就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者
の

声
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
り
、
理
解

は
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

統
合
に
向
け
、
各
種
行
事
を
通

し
て
親
交
を
深
め
る
と
考
え
る
が
、

両
校
の
交
流
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

３
年
生
が
「
合
同
リ
コ
ー
ダ
ー

講
習
会
」
、
６
年
生
が
「
室
津
の
歴

史
や
観
光
の
知
識
の
習
得
」
、
室
津

地
区
に
て
キ
ッ
ズ
ガ
イ
ド
を
行
う
な

ど
、
友
好
的
な
関
係
が
築
け
て
い
る
。

お
別
れ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
１
年

か
け
て
丁
寧
に
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

今
年
３
月
28
日
に
室
津
小
学

校
の
閉
校
式
典
を
予
定
し
て
い
る
。

児
童
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
学
校
生
活
を
維
持
で
き
る
よ

う
ク
ラ
ス
担
任
等
の
配
慮
は
考
え

て
い
る
か
。

児
童
の
不
安

を
少
し
で
も
和
ら

げ
る
よ
う
、
教
職

員
の
配
置
に
つ
い

て
も
配
慮
で
き
る

よ
う
調
整
し
て
い

る
。

木南 裕樹 議員

赤木 和雄 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
大
型
遊
具
を
楽
し
め
る
公
園
の
建

設
に
つ
い
て

Q&A 財政について／連携・協働による『まちづくり』について

Q&A 突然発表された、御津・室津小学校の合併について
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TAKAKAZU  HATAYAMA

YUZURU  HORI

予備能力

加齢

フレイルの概念図

死亡要介護状態

多くの高齢者が中間的な
段階（フレイル）を経て

徐々に要介護状態に陥る

虚弱状態
（フレイル）健康

図
っ
て
い
く
。

高
齢
者
も
利
用
し
て
い
る
体

育
施
設
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
新

し
い
機
材
の
導
入
や
場
所
の
整
備

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

体
育
振
興
課
と
健
康
課
が
連

携
し
多
方
面
か
ら
健
康
寿
命
の
延

伸
に
取
り
組
み
た
い
。

が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
（
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
）
の
変
化
で
、
社
会
生
活

や
人
間
関
係
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

人
も
い
る
。
乳
が
ん
患
者
の
補
正
具

や
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
助
成
事
業

が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
先

進
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
事
業
化
に

向
け
調
査
研
究

し
て
い
く
。

フ
レ
イ
ル
予
防
で
健
康
寿
命
の
延
伸

と
が
ん
治
療
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支
援

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
、
家
に

閉
じ
こ
も
る
日
々
が
続
き
ま
す
。

運
動
不
足
や
加
齢
に
よ
っ
て
筋
肉

が
減
少
し
、
食
事
の
量
が
減
り
、

心
身
の
活
力
が
衰
え
る
フ
レ
イ
ル 

（
虚
弱
）
状
態
を
防
ぐ
取
組
を
提
案

し
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備

を
お
こ
な
い
、
認
知
症
予
防
や
ロ
コ

モ
予
防
で
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

多
く
の
場
所
で
市
民
の
方
が

身
近
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

予
防
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活

用
、
食
事
の
と
り
方
や
口
腔
ケ
ア
の

個
別
指
導
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

高
齢
者
の
疾
病
予
防
、
重
症
化

予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一
体
的
な

取
組
を
推
進
し
健
康
寿
命
の
延
伸
を

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
予
算

化
さ
れ
た
。
接
種
訓
練
も
行
わ
れ
る

な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
こ
で
、
ど
う
い

う
人
か
ら
始
め
る
の
か
。

４
月
12
日
の
週
に
、
本
市
に
１

箱
配
送
さ
れ
る
。
接
種
可
能
人
数
が

５
０
０
人
と
少
な
い
た
め
、
80
歳
以

上
の
高
齢
者
に
希
望
を
募
り
、
集
団

接
種
会
場
に
て
実
施
す
る
。
４
月
26

日
の
週
に
は
、
全
国
の
各
市
町
村
に

１
箱
ず
つ
配
送
さ
れ
る
の
で
、
高
齢

者
施
設
入
所
者
を
優
先
し
て
行
う
。

５
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
予
定

は
未
定
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情
報
の
提

供
も
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

接
種
希
望
を
募
る
と
き
に
、

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
・
副
反
応
、
接

種
対
象
年
齢
は
16
歳
以
上
な
ど
、

お
知
ら
せ
す
る
。

外
出
自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
心

身
の
健
康
に
も
影
響
し
て
く
る
。
高

齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て
の
事
業
も

予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
更
な
る
拡

充
も
必
要
と
思
う
が
、
今
後
の
対
策

を
ど
う
考
え
る
か
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
事
業
の
他
、

「
高
齢
者
お
で
か
け
支
援
事
業
」
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯
に
、
３
千
円
の
利
用
券
を

配
布
す
る
。
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
等
を
注
視
し
、
財
源
も
含
め
た

上
で
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

生
活
保
護
事
業
の
扶
養
照
会
が

国
会
で
審
議
さ
れ
、
「
義
務
で
は
な

い
」
と
の
厚
労
大
臣
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
市
は
、
ど
う
対
応
を
考
え
る
の

か
。

扶
養
照
会
は
、
金
銭
的
援
助
だ

け
で
な
く
、
精
神
的
援
助
に
つ
い
て

も
照
会
し
て
い
る
。
申
請
者
の
個
別

の
事
情
を
検
討
し
、
生
活
歴
等
を
丁

寧
に
聞
き
取
り
、
申
請
者
の
不
利
益

と
な
ら
な
い
よ
う
運
用
し
て
い
く
。

畑山 剛一 議員

堀　　讓 議員

外見による
身体症状の苦痛

60%

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状
況

●
生
活
困
窮
自
立
支
援
事
業

Q&A “フレイル予防で健康寿命の延伸を”と“「がん教育」とアピアランス支援”

Q&A コロナ禍での「令和３年度の予算案」について
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テーマ デマンド交通運行によるタクシーへの影響について

4
月	

8
日
（
木
）	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	

13
日
（
火
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

	

14
日
（
水
）	

会
派
代
表
者
会
議

	

20
日
（
火
）	

議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
会
議

図
っ
て
い
く
。

高
齢
者
も
利
用
し
て
い
る
体

育
施
設
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
新

し
い
機
材
の
導
入
や
場
所
の
整
備

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

体
育
振
興
課
と
健
康
課
が
連

携
し
多
方
面
か
ら
健
康
寿
命
の
延

伸
に
取
り
組
み
た
い
。

が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
（
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
）
の
変
化
で
、
社
会
生
活

や
人
間
関
係
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

人
も
い
る
。
乳
が
ん
患
者
の
補
正
具

や
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
助
成
事
業

が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
先

進
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
事
業
化
に

向
け
調
査
研
究

し
て
い
く
。

市民意見交換会

たつの市デマンド交通運行共同体
　本市の重要な地域公共交通であるデマンド交通（市民乗り合いタク
シー）の適正な運行管理を行うことを目的として、市内に本社または
営業所を有するタクシー・バス等の交通事業者により結成されている
共同体です。誰もが利用しやすいデマンド交通の実現を目指し、市及
びたつの市地域公共交通会議と相互に協力しています。

【主な意見】
・デマンド交通運行事業が始まって３年になるが、予想以上にタクシー
事業の経営を圧迫している。その中で、乗務員の賃金は売り上げに直
接左右されるため、乗務員が離れていくことが１番の問題である。
・タクシーに乗ると2,000円を超えるエリアでも、デマンドでは200円
で行ける。この運賃差はいくら経営努力をしてもどうにもならない。
・区域外運行の要望が多くあるが、デマンドは１時間に１回、往復運行
しており、区域外運行をすると、時間内に帰ってこれず、他のお客さ
んを断ってしまう可能性があるため、物理的に不可能である。
・タクシーチケットは非常に助かっている。コロナ禍でチケットを増
刷された分、利用枚数も増えている。

たつの市デマンド交通運行共同体の皆さん

  令和３年１月 20 日（水）  

with
経済建設常任委員会

たつの市デマンド交通
運行共同体

所管事務調査

総務生活常任委員会

委員会では、所管する事務について調査を行
い、その成果を本会議から付託された議案等
の調査に活かしています。

実 施 日：１月25日（月）
調査事項：マイナンバーカードに関する市の

取組について

Ｑ	�マイナンバーカードの取組について考えられ
るデメリットは何か。

Ａ	�紛失時に、個人情報が漏れる不安感はある
が、住民が持つことによるデメリットはないと
考える。むしろ免許証を持っていない高齢者
の方でも、顔写真付きの証明書として使用す
ることができるためメリットであると考える。

2
月	

18
日
（
木
）	

議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
会
議

	

22
日
（
月
）	

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

3
月	

2
日
（
火
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
１
日
）

		


議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
会
議

	

5
日
（
金
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
２
日
）

		


予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

		


議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	

9
日
（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

10
日
（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

11
日
（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

16
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

18
日
（
木
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
３
日
）

	

19
日
（
金
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
４
日
）

	

23
日
（
火
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

		


議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
会
議

	

25
日
（
木
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
５
日
）

市政やまちづくりに対する率直な意見を市民から直接お聞きし、議会として市政への政策提言等に反映させる
ため、経済建設常任委員会が意見交換会を開催しました。
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月臨時会・   月定例会のお知らせ（予定）5 6
臨時会・定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。お気軽に傍聴にお越しください。

5/9 10 11 12 13 14 15

30 31 6/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

臨時会

本会議第1日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

全体会

全体会

（一般質問）
本会議第2日

（一般質問）
本会議第3日

本会議第4日

　みはらしの森は、たつの市民病院の北に位置し、東西に広がる古墳
の多い高さ約100mの里山で、手軽に四季の変化を楽しみながら歩け
る穴場スポットです。東西に約250m続く小径の両側の桜並木は、満
開時には人々の目を楽しませてくれます。

　みはらしの森の東入口付近より数百本の桜が次 と々開花していきます。
遠くから眺めるのもよし、また桜並木を歩くもよし、あまりの見事さに時
間が経つのも忘れてしまう程でした。

望月 覚 さん（御津町）

デ
ス
ク
メ
モ

委
員
長　

肥
塚　

康
子

副
委
員
長　

和
田　

美
奈

委　
　

員　

堀　
　
　

讓

委　
　

員　

宗
實　

雅
典

委　
　

員　

柏
原　
　

要

委　
　

員　

松
本　

良
三

委　
　

員　

名
村　

嘉
洋

　市民の皆さまのお気に入りの「たつの
市のこみち」写真を募集中！ 採用されれ
ば、弊誌の表紙写真になります。
　こみち写真に「＃（ハッシュタグ）赤とんぼ
のこみち」を付けて、インスタグラム、
ツイッターに投稿してください。
《条件》
・たつの市内のこみちを写したもの
・縦長写真　・300万画素数以上
・人物など個人が特定できないもの

　議会広報調査特別委員会では、見やす
くわかりやすい紙面づくりに取り組んで
います。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせいた
だき、今後の議会だよりの編集に反映し
たいと考えています。ご意見は議会事務
局までお寄せください。

　

桜
の
季
節
も
終
わ
り
、
新
緑
の
眩
し
い
時

節
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

や
第
４
波
の
急
拡
大
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
戦
い
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
当
初
予
算
に
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

経
費
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
封
じ
込

め
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
行
政

当
局
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の

皆
様
と
一
致
結
束
し
た
取
組
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。本
年
度
も
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
に
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
の
落
ち
込

み
は
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
高
齢
者
の
方

の
体
力
低
下
や
子
ど
も
達
の
心
の
ス
ト
レ
ス

も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
制
約
さ
れ
て

い
る
中
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前

だ
っ
た
「
自
由
」
や
「
人
の
温
も
り
」
の
価

値
に
気
づ
い
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
こ
そ
「
近
助
」
で
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
る
、
温
も
り
の
あ
る
社
会
が

大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
市
議
会
と
し

て
も
、
皆
様
と
一
緒
に
、
こ
の
国
難
を
乗
り

越
え
て
い
く
決
意
で
、
本
年
度
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

スマートフォンはこちらから →

インターネット・スマートフォンで録画映像を見よう!!
市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

■令和3年4月25日発行
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